
【 】

年 月 日 （ 土 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

kick off 0 1

1 3

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 1 1 1 年 分

分 2 年 2 2 2 年 分

HT 分 1 年 3 23 1 年 分

分 2 年 4 4 2 年 分

分 2 年 5 5 2 年 56 分

分 1 年 6 6 1 年 分

分 2 年 7 10 2 年 43 分

HT 分 2 年 8 11 2 年 分

59 分 2 年 9 15 2 年 52 分

分 2 年 10 24 1 年 分

分 1 年 11 9 2 年 62 分

分 1 年 12 12 2 年 分

3 分 2 年 16 3 2 年 分

8 分 1 年 13 8 2 年 分

分 2 年 18 13 2 年 分 10

9 分 2 年 20 14 2 年 分

分 2 年 21 16 2 年 分 15

分 1 年 24 17 1 年 分 5

分 1 年 25 21 2 年 分

分 2 年 17 19 2 年 分 9

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 10 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 9 0 － 1

分 11 0 － 2

分 13 0 － 3

分 10 1 － 3

分 13 1 － 4

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部

戦

評

[備 考]

戦評者 所 属 葺合・御影 氏 名 谷・小林
  両チーム共に４－４－２でスタートする。神戸科技は⑩平嶋を中心に縦に早い攻撃を仕掛ける。一方、神戸弘陵は、ボランチを中心にボール

を動かしながらサイドへの攻撃を試みる。サイドからのボールに対して、神戸弘陵⑨立岩が難しい体勢での鮮やかなハーフボレーを決め先制

する。その後、神戸科技は中盤でのプレスを強めるが、個々の技術を有する神戸弘陵が優位に試合を進め、前半を終える。後半に入り、神戸

科技は⑬青木、⑯藤平を投入し、右サイドからの攻撃を増やそうとする。しかし、神戸弘陵は局面での個の優位性から主導権を握る。⑥高野

を中心にテンポよくボールを動かし、相手に効果的な1stDFを決めさせず、得点を重ねた。神戸科技も一矢報いたが、さらに得点を奪った神

戸弘陵に軍配が上がった。神戸科技は個々でのハードワークを維持しつつ、攻守において連動性を高める事が課題と思われる。ボールを保持

しつつ試合の主導権を握った神戸弘陵の決勝戦の戦いを期待したい。

→ 13 ～ S70 神戸弘陵 小西 中央 24

S67 神戸科技 平嶋 左 2 ∩ 中央 10

13 ～ S60 神戸弘陵 小西 中央 6 ～ → 17 →

11 → 9 → 11 S

→ 中央 9 S

得

点

経

過

7 神戸弘陵 立岩 右 10

57 神戸弘陵 竹村 右

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00 0 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 1 0 11 1 0

7 直接ＦＫ 9 8 1710 3

5 62 0 2 Ｃ Ｋ 1

1 1 212 7 5 Ｇ Ｋ

シュート 5 10 15

警・退 氏　　名 事 由

58 警 平嶋　僚太 繰返 1 1 0

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

FW 松浦　歩夢大橋　悠一 FW

MF 塩見     凌立華　広陽 MF

MF 山瀬　翔輝 1大路　武瑠 MF

MF 大柿　数馬中村　拓海 MF

MF 上月　翔聖濱田 光次郎 MF

MF 小西　力生 ３＊＊松原　大悟 MF

MF 糟谷     孟青木　隆浩 MF

DF 綿田　龍二藤平　遥稀 DF

GK 森枝　陸哉西枝     航 GK

FW 立岩　玄輝 3＊ 1溝端     楓 FW

MF 中浜　悠斗1＊ 平嶋　僚太 FW

MF 藤井     樹植田　晟矢 MF

MF 竹村　史明 1 ３＊久留眞 優人 MF

MF 渡邉　一也松下　純人 MF

MF 高野　裕維 1中下     晃 MF

MF 権     勝星 1 2山本　崇仁 DF

MF 今井　涼太藤原     海 DF

DF 豊田　大陽苦木     強 DF

DF 田中　滉大信藤　康太 DF

GK 中村　龍音中原　将人 GK

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

科 学 技 術 高 校 後半 神戸弘陵学園高校
延前

第４の審判員 堤    有司

 チーム名

1

前半

4

 チーム名

後藤  大輔 北井    僚 観 衆 180

主  審 金渕　佑亮 副審１ 足立　正輝 副審２ 藤田　和昭

試合形式 70  延長 ／  PK戦

運営責任者 辺見  康裕 会場主任 堀口  泰司 記  録

  アスパ五色  メイングラウンド

天  候 晴れ 風 強風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好

38

日  時 2017 2 4 13 00 キックオフ 会  場

公 式 記 録 

平成２８年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 準決勝


